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金属性デラフォサイト（PdCoO2、PtCoO2、PdCrO2、PdRhO2）は高い電気伝導性を持つ層状酸化

物である 1, 2)。代表的な金属性デラフォサイトである PdCoO2の結晶構造を図１に示す。Pd+の２次

元３角格子が主に電気伝導に寄与しており、バルク単結晶の ab 面内の電気伝導度は単体の Au に

次いで高い値が報告されている 2)。c軸に沿って見ると正に帯電した Pd+層、負に帯電した[CoO2]
－

層が交互に積層された構造を持つ。このようなイオン性層状構造は、表面の静電的な不安定性を

解消するために電子状態や構造が再構成することが知られており 3)、これにより金属性デラフォサ

イト c面の表面・界面には特徴的な物性が現れる。 

本発表では、金属性デラフォサイトの持つイオン性層状構造に由来する表面・界面物性と、そ

の応用可能性について議論する 4, 5)。金属性デラフォサイトの応用上重要な特徴の１つに、終端面

に依存した仕事関数がある（図２）。特に、PdCoO2を CoO2層で終端した表面では、7.8 eV の大き

な仕事関数が報告されている 6)。この値は、高い仕事関数を持つ金属として知られる Pt（約 5.7 

eV）と比較しても 2 eV 以上大きい。当日は、半導体デバイスへの応用に向けた最近の研究成果に

ついて報告する。 
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図２ 半導体の伝導帯下端(CBM)、価電子帯上端 

(VBM)と PdCoO2の Pd および CoO2終端面の仕事

関数φm
Pd, φm

CoO2の比較 
図１PdCoO2の結晶構造 


